
要旨 主な改定・修正内容
大項目 中項目・小項目 ページ番号

表紙 - - ・適用年月日の変更 適用年月日を変更した。

Ⅰ　共通編
１　総則

１．１　一般事項
１．１．３ 諸法令等の遵守

1-8 ・法令改廃の適用 法令改正に伴い関係法令の追加削除を行った。

付録２
工事竣工図作成基準

８道路復旧標準図 付2-7 ・道路復旧標準図記載例の変更 実際の施工状況に伴い修正を行った。

消火栓ﾚｼﾞﾝﾌﾞﾛｯｸ室図
（片フランジ曲管）

付7-4,5 ・片フランジ曲管下の砕石部を削除 現地地盤状況に応じて基礎砕石等を入れることとした。

配水小管排水栓レジンブロック室図 付7-8 ・排水栓立ち上げ部の砕石部等を削除 現地地盤状況に応じて基礎砕石、土嚢等を入れることとした。

１　認定路線 付9-3 ・指定路線数を削除 令和8年7月1日より認定路線の見直しが行われることから、当該告示を参照することとした。

- 付9-4～7 ・告示内容の削除 埼玉県警察ＨＰより当該告示を参照できることから、告示内容を削除した。

付録１０
耐震管（GX形・ＮＳ形）の一体化長さに
ついて

-
付10-
4,6,8,9,11,12

・一体化長さの見直し 基準の見直しに伴い、数値の改定及び曲管角度に応じて新しい表を作成した。

水道工事標準仕様書 令和8年4月1日改定の要旨

該当箇所（改定後）

付録７
弁室及び消火栓設置図

付録９
現道工事における交通誘導員の配置
について
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水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所



1-8 

(67) 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 

(68) 都市計画法 

(69) 車両制限令 

(70) 労働安全衛生規則 

(71) 酸素欠乏症等防止規則 

(72) 景観法 

(73) 都市緑地法 

(74) 石綿障害予防規則 

(75) 埼玉県生活環境保全条例 

(76) 埼玉県生活環境保全条例施行規則 

(77) 宅地造成及び特定盛土等規制法 

(78) 埼玉県土砂の堆積による土壌の汚染の防止に関する条例 

(79) 埼玉県土砂の堆積による土壌の汚染の防止に関する条例施行規則 

(80) さいたま市環境基本条例 

(81) さいたま市給水条例 

２ 法令違反の処置 

受注者は、諸法令を遵守し、これに違反した場合発生するであろう責務が、発注者

に及ばないようにしなければならない。 

３ 不適当な契約図書の処置 

受注者は、当該工事の計画、契約図面、仕様書及び契約そのものが第 1 項の諸法令

に照らし不適当であったり矛盾していることが判明した場合には速やかに監督職員と

協議しなければならない。 

 

1．1．4 設計図書の照査等 

１ 図面原図の貸与 

受注者からの要求があり、監督職員が必要と認めた場合、受注者に図面の原図若し

くは電子データを貸与することができる。ただし、標準仕様書等市販・公開されてい

るものについては、受注者が備えなければならない。 

２ 設計図書の照査 

受注者は、施工前及び施工途中において、自らの負担により契約約款第 18 条第 1項

第 1 号から第 5 号に係る設計図書の照査を行い、該当する事実がある場合は、監督職

員にその事実が確認できる資料を書面により提出し、確認を求めなければならない。 

  なお、確認できる資料とは、現地地形図、設計図との対比図、取合い図、施工図等

を含むものとする。 

  また、受注者は、監督職員から更に詳細な説明または資料の追加の要求があった場

合は従わなければならない。 

ただし、設計図書の照査範囲を超える資料の作成については、契約約款第 19 条によ

るものとし、監督職員からの指示によるものとする。 
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２ 設計図書の照査 
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第 1 号から第 5 号に係る設計図書の照査を行い、該当する事実がある場合は、監督職

員にその事実が確認できる資料を書面により提出し、確認を求めなければならない。 
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付 2-1 

 

 

 

 

 

 

工事竣工図作成基準 
 

 

平成２２年 ４月 １日 改定 

平成２３年 ４月 １日 改定 

平成２３年 ６月１５日 改定 

平成２４年 ４月 １日 改定 

平成２５年１０月 １日 改定 

平成２６年１２月１８日 改定 

平成２７年 ６月 １日 改定 

平成２８年 ４月 １日 改定 

平成２９年 ４月 １日 改定 

平成２９年 ５月２４日 改定 

平成３０年 ４月 １日 改定 

令和 ２ 年 ４月 １日 改定 

令和 ３ 年１１月３０日 改定 

令和 ５ 年 ４月 １日 改定 

令和 ６ 年 ５月 １日 改定 

令和 ７ 年 ４月 １日 改定 

令和 ８ 年 ４月 １日 改定 
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工事竣工図作成基準 
 

 

平成２２年 ４月 １日 改定 

平成２３年 ４月 １日 改定 

平成２３年 ６月１５日 改定 

平成２４年 ４月 １日 改定 

平成２５年１０月 １日 改定 

平成２６年１２月１８日 改定 

平成２７年 ６月 １日 改定 

平成２８年 ４月 １日 改定 

平成２９年 ４月 １日 改定 

平成２９年 ５月２４日 改定 

平成３０年 ４月 １日 改定 

令和 ２ 年 ４月 １日 改定 

令和 ３ 年１１月３０日 改定 

令和 ５ 年 ４月 １日 改定 

令和 ６ 年 ５月 １日 改定 

令和 ７ 年 ４月 １日 改定 
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付 2-7 

 

８ 道路復旧標準図 

（１）縮尺はフリーとする。 

（２）道路復旧標準図の記載例は「図-5 道路復旧標準図記載例」のとおり。 
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  ＜全面復旧の場合＞ 

      

 

図-5 道路復旧標準図記載例 
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図-5 道路復旧標準図記載例 
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付 7-1 

 

 

 

 

 

 

弁室及び消火栓設置図 
 

 

平成２６年１２月１８日 改定 

                         平成３１年 ４月 １日 改定 

令和 ２ 年 ４月 １日 改定 

令和 ４ 年１１月３０日 改定 

令和 ７ 年 ４月 １日 改定 

令和 ７ 年１０月 １日 改定 

令和 ８ 年 ４月 １日 改定 
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弁室及び消火栓設置図 
 

 

平成２６年１２月１８日 改定 

                         平成３１年 ４月 １日 改定 

令和 ２ 年 ４月 １日 改定 

令和 ４ 年１１月３０日 改定 

令和 ７ 年 ４月 １日 改定 

令和 ７ 年１０月 １日 改定 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所
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消火栓レジンブロック室図（渦巻き式Ｆ付Ｔ字管） 
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消火栓レジンブロック室図（片フランジ曲管） 
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消火栓レジンブロック室図（渦巻き式Ｆ付Ｔ字管） 
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消火栓レジンブロック室図（片フランジ曲管） 
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付 7-5 

 

表示プレート記入例

　　※　完成日には検査年月日を記入する。

DIP（GX－1Ｅ）管種

令和○年○月○日 右・左 開

○○○○株式会社

完成日

工事名

施工業者

口径 ○○○

拡第○○○○号

 

 

弁室寸法 

鉄枠鉄蓋：H＝１００ 

上  部：H＝２００ 

下  部：H＝２００ 

底  版：H＝４０ 

 

※築造注意点 

１．道路面（ＧＬ）より、弁棒キャップ又は口金の天端の最高部までの間隔が１５cm～２０cm にな

るように、補修弁及び短管の長さで調節する。 

２．底版の下に基礎（ＲＣ－４０～０）を１５cm 設ける。 

３．沈下防止を図るため、必要に応じて片フランジ曲管の管下に基礎砕石等を設置する。 

４．無収縮モルタルを鉄枠の下に５cm 程度設ける。 

５．補修弁のハンドルは民地側とする。 

６．補修弁のハンドルは開にしておく。 

 ７．蝶番は車輌進行方向に向かって手前とする。 

 ８．鉄蓋設置の際、調整ボルトの上端は路面から５０mm 以上下げた箇所で切断する。 

 

付 7-5 

 

表示プレート記入例

　　※　完成日には検査年月日を記入する。

DIP（GX－1Ｅ）管種

令和○年○月○日 右・左 開

○○○○株式会社

完成日

工事名

施工業者

口径 ○○○

拡第○○○○号

 

 

弁室寸法 

鉄枠鉄蓋：H＝１００ 

上  部：H＝２００ 

下  部：H＝２００ 

底  版：H＝４０ 

 

※築造注意点 

１．道路面（ＧＬ）より、弁棒キャップ又は口金の天端の最高部までの間隔が１５cm～２０cm にな

るように、補修弁及び短管の長さで調節する。 

２．底版の下に基礎（ＲＣ－４０～０）を１５cm 設ける。 

３．片フランジ曲管の下に基礎（ＲＣ－４０～０）を設ける。 

４．無収縮モルタルを鉄枠の下に５cm 程度設ける。 

５．補修弁のハンドルは民地側とする。 

６．補修弁のハンドルは開にしておく。 

 ７．蝶番は車輌進行方向に向かって手前とする。 

 ８．鉄蓋設置の際、調整ボルトの上端は路面から５０mm 以上下げた箇所で切断する。 
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配水小管排水栓レジンブロック室図 

 

 

 

 

表示プレート記入例

ＤＩＰ（ＧＸ－1Ｅ)管種完成日

管理番号

工事名

施工業者

令和○年○月○日

○○○○○○○○○○

拡第○○○○号

○○○○株式会社

 

※完成日には検査年月日を記入する。 

弁室寸法 

鉄枠鉄蓋：H＝１５０ 

上 下 部：H＝３００ 

床  版：H＝４０ 

 

※築造注意点 

１．床版の下に基礎（ＲＣ－４０～０）を１０cm 設ける。 

２. 沈下防止を図るため、必要に応じて排水栓立上げ部の管下に基礎砕石、土嚢等を設置する。 

３．道路面（GL）より、口金までの間隔が１０cm～１５cm になるように立上りのステンレス管で調

節する。 

４．蝶番は、民地側に設ける。 
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配水小管排水栓レジンブロック室図 
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表示プレート記入例

ＤＩＰ（ＧＸ－1Ｅ)管種完成日

管理番号

工事名

施工業者

令和○年○月○日

○○○○○○○○○○

拡第○○○○号

○○○○株式会社

 

※完成日には検査年月日を記入する。 

弁室寸法 

鉄枠鉄蓋：H＝１５０ 

上 下 部：H＝３００ 

床  版：H＝４０ 

 

※築造注意点 

１．床版の下に基礎（ＲＣ－４０～０）を１０cm 設ける。 

２．９０°エルボの下に、緩衝材として土嚢を入れる。 

３．土嚢の下に沈下防止として基礎（ＲＣ－４０～０）を設け、コンクリートブロックを設置する。 

４．道路面（GL）より、口金までの間隔が１０cm～１５cm になるように立上りのステンレス管で調

節する。 

５．蝶番は、民地側に設ける。 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所
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現道工事における交通誘導警備員の配置につ

いて 

 

 

平成２８年 １月 １日 改定 

  令和 ３年 ３月 １日 改定 

令和 ８年 ４月 １日 改定 

付 9-1 

 

 

 

 

 

 

現道工事における交通誘導警備員の配置につ

いて 

 

 

平成２８年 １月 １日 改定 

  令和 ３年 ３月 １日 改定 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所
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現道工事における交通誘導警備員の配置について 

 

１ 認定路線 

（１）指定路線 

   埼玉県公安委員会が認める交通誘導警備業務（路線）の告示における指定路線 

（２）指定区間 

   埼玉県内の全域 

 

２ 交通誘導警備員を配置するときの留意事項 

  指定路線で交通誘導を行う場合は、交通誘導警備業務の１級又は２級検定の合格証明

書の交付を受けた警備員（以下「交通誘導警備員Ａ」とする）を指定路線ごとに、１人

以上配置することとする。 

 

３ 資格の確認 

  監督職員は受注者に「交通誘導警備員の配置計画について記載した施工計画書」及び

「合格証明書の写し等資格要件の確認ができる資料」を提出させ、適正に配置が計画さ

れていることを事前に確認することとする。 

 

４ 現場での確認 

  監督職員は業務に従事している交通誘導警備員Ａが、合格証明書を携帯していること

を確認することとする。 

 

５ 配置状況の確認 

  監督職員は、「交通誘導員警備員日報」等により、交通誘導警備員Ａが適正に配置され

ていることを確認することとする。 

 

６ その他 

指定路線以外においても、警察協議等で交通誘導警備員Ａを配置する旨の要請があっ

た場合は配置するよう努めること。   
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現道工事における交通誘導警備員の配置について 

 

１ 認定路線 

（１）指定路線 

   ７２路線（埼玉県公安委員会告示第 130 号参照） 

（２）指定区間 

   埼玉県内の全域 

 

２ 交通誘導警備員を配置するときの留意事項 

  指定路線で交通誘導を行う場合は、交通誘導警備業務の１級又は２級検定の合格証明

書の交付を受けた警備員（以下「交通誘導警備員Ａ」とする）を指定路線ごとに、１人

以上配置することとする。 

 

３ 資格の確認 

  監督職員は受注者に「交通誘導警備員の配置計画について記載した施工計画書」及び

「合格証明書の写し等資格要件の確認ができる資料」を提出させ、適正に配置が計画さ

れていることを事前に確認することとする。 

 

４ 現場での確認 

  監督職員は業務に従事している交通誘導警備員Ａが、合格証明書を携帯していること

を確認することとする。 

 

５ 配置状況の確認 

  監督職員は、「交通誘導員警備員日報」等により、交通誘導警備員Ａが適正に配置され

ていることを確認することとする。 

 

６ その他 

指定路線以外においても、警察協議等で交通誘導警備員Ａを配置する旨の要請があっ

た場合は配置するよう努めること。   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所
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改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所
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水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所
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水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所
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水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所



 

付 10-1 

 

 

 

 

 

 

耐震管（ＧＸ形・ＮＳ形）の一体化長さについ

て 

 

 

平成２７年 ６月 １日 改定 

令和 ３年 ４月 １日 改定 

令和 ６年 ４月 １日 改定 

令和 ８年 ４月 １日 改定

付 10-1 

 

 

 

 

 

 

耐震管（ＧＸ形・ＮＳ形）の一体化長さについ

て 

 

 

平成２７年 ６月 １日 改定 

令和 ３年 ４月 １日 改定 

令和 ６年 ４月 １日 改定

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所
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（呼び径５００～１，０００）                      単位ｍ 

曲管角度 呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

４５°を超え 

９０°以下 

５００ ８．０ １６．０ ６．５ １３．０ 

６００ ９．５ １７．０ ８．０ １６．０ 

７００ １０．５ １９．０ ９．０ １７．０ 

８００ １１．５ ２１．５ １０．０ １９．０ 

９００ １２．０ ２２．０ １０．０ １９．０ 

１，０００ １３．０ ２４．０ １２．０ ２２．０ 

２２ １/２°を

超え４５°以下 

５００ １．０ ６．０ １．０ ４．０ 

６００ ２．０ ６．０ ２．０ ５．０ 

７００ ３．０ ７．０ ２．５ ６．０ 

８００ ３．０ ７．０ ２．５ ７．０ 

９００ ３．０ ７．０ ３．０ ７．０ 

１，０００ ４．０ １０．０ ４．０ ９．０ 

２２ １/２° 

以下 

５００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

６００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

７００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

８００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

９００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

１，０００ １．０ １．０ １．０ １．０ 
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（呼び径５００～１，０００）                      単位ｍ 

曲管角度 呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

９０° 

５００ ８．０ １８．０ ６．５ １５．０ 

６００ ９．５ ２１．０ ８．０ １７．５ 

７００ １１．０ ２３．５ ９．０ ２０．０ 

８００ １２．０ ― １０．５ ２２．５ 

９００ １３．５ ― １１．５ ２５．０ 

１，０００ １５．０ ― １３．０ ― 

４５° 

５００ ２．５ ８．５ ２．０ ７．５ 

６００ ２．５ １１．０ ２．５ ９．５ 

７００ ３．０ １２．０ ３．０ １０．５ 

８００ ３．５ １３．０ ３．５ １１．５ 

９００ ４．０ １４．０ ３．５ １２．０ 

１，０００ ４．０ １８．５ ４．０ １７．０ 

２２ １/２° 

５００ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

６００ １．５ ２．５ １．５ ２．５ 

７００ １．５ ２．５ １．５ ２．５ 

８００ ２．０ ３．０ ２．０ ３．０ 

９００ ２．０ ３．５ ２．０ ３．０ 

１，０００ ２．０ ３．５ ２．０ ３．５ 

１１ １/４° 

５００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

６００ １．０ １．５ １．０ １．５ 

７００ １．０ １．５ １．０ １．５ 

８００ １．０ １．５ １．０ １．５ 

９００ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

１，０００ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

５ ５/８° 

５００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

６００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

７００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

８００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

９００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

１，０００ １．０ １．０ １．０ １．０ 

 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所

曲管角度に応じて整理

※赤字箇所改定

：削除箇所
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（呼び径５００～１，０００）                      単位ｍ 

呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

本管 枝管 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 

５００ 

３５０ １．０ １．０ １．５ ６．０ １．０ １．０ １．５ ６．０ 

４００ １．０ ２．０ ２．５ ６．０ １．０ ２．０ ２．０ ６．０ 

４５０ １．０ ４．０ ３．０ ６．０ １．０ ３．０ ３．０ ６．０ 

５００ １．０ ６．０ ３．０ ９．５ １．０ ５．０ ３．０ ８．０ 

６００ 

４００ １．０ １．０ １．５ ６．０ １．０ １．０ １．５ ６．０ 

４５０ １．０ ２．０ ２．５ ６．０ １．０ １．０ ２．５ ６．０ 

５００ １．０ ４．０ ３．０ ６．０ １．０ ３．０ ３．０ ６．０ 

６００ ２．０ ６．０ ３．５ １１．５ ２．０ ６．０ ３．５ １０．０ 

７００ 

４５０ １．０ １．０ １．５ ６．０ １．０ １．０ １．５ ６．０ 

５００ １．０ １．０ ２．５ ６．０ １．０ １．０ ２．５ ６．０ 

６００ １．０ ５．０ ４．０ ６．０ １．０ ４．０ ４．０ ６．０ 

７００ ２．５ ６．０ ４．０ １３．５ ２．５ ６．０ ４．０ １３．０ 

８００ 

５００ １．０ １．０ ２．５ ６．０ １．０ １．０ １．５ ６．０ 

６００ １．０ ３．０ ３．５ ６．０ １．０ ２．０ ３．５ ６．０ 

７００ ２．５ ６．０ ５．０ ８．０ １．０ ６．０ ５．０ ７．０ 

８００ ３．０ ６．０ ５．０ １５．０ ３．０ ６．０ ５．０ １３．０ 

９００ 

６００ １．５ ３．０ ３．０ ６．０ １．０ ２．０ ３．０ ６．０ 

７００ ２．０ ６．０ ４．５ ６．０ １．０ ６．０ ４．０ ６．０ 

８００ ３．０ ６．０ ５．５ ９．５ ２．５ ６．０ ５．５ ８．０ 

９００ ３．５ ６．０ ５．５ １６．５ ３．５ ６．０ ５．５ １４．０ 

1,000 

６００ １．０ １．０ ３．０ ６．０ １．０ １．０ ３．０ ６．０ 

８００ １．０ ４．０ ５．５ ７．０ １．０ ４．０ ５．０ ６．０ 

1,000 ４．０ ６．０ ５．５ ２０．０ ４．０ ６．０ ５．５ １７．５ 
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（呼び径５００～１，０００）                      単位ｍ 

呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

本管 枝管 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 

５００ 

３５０ １．０ ６．０ １．５ ６．０ １．０ ６．０ １．５ ６．０ 

４００ １．０ ６．０ ２．５ ６．０ １．０ ６．０ ２．０ ６．０ 

４５０ １．５ ６．０ ３．０ ６．０ １．０ ６．０ ３．０ ６．０ 

５００ １．５ ６．０ ３．０ ９．５ １．５ ６．０ ３．０ ８．０ 

６００ 

４００ １．０ ６．０ ２．０ ６．０ １．０ ６．０ ２．０ ６．０ 

４５０ １．０ ６．０ ２．５ ６．０ １．０ ６．０ ２．５ ６．０ 

５００ １．５ ６．０ ３．０ ６．０ １．５ ６．０ ３．０ ６．０ 

６００ ２．０ ６．０ ３．５ １１．５ ２．０ ６．０ ３．５ １０．０ 

７００ 

４５０ １．０ ６．０ ２．０ ６．０ １．０ ６．０ ２．０ ６．０ 

５００ １．５ ６．０ ２．５ ６．０ １．０ ６．０ ２．５ ６．０ 

６００ ２．０ ６．０ ４．０ ６．０ １．５ ６．０ ４．０ ６．０ 

７００ ２．５ ６．０ ４．０ １３．５ ２．５ ６．０ ４．５ １３．５ 

８００ 

５００ １．０ ６．０ ２．５ ６．０ １．０ ６．０ ２．５ ６．０ 

６００ １．５ ６．０ ３．５ ６．０ １．５ ６．０ ３．５ ６．０ 

７００ ２．５ ６．０ ５．０ ８．０ ２．０ ６．０ ５．０ ７．０ 

８００ ３．０ ６．０ ５．０ １５．０ ３．０ ６．０ ５．０ １３．０ 

９００ 

６００ １．５ ６．０ ３．０ ６．０ １．５ ６．０ ３．０ ６．０ 

７００ ２．０ ６．０ ４．５ ６．０ ２．０ ６．０ ４．０ ６．０ 

８００ ３．０ ６．０ ５．５ ９．５ ２．５ ６．０ ５．５ ８．０ 

９００ ３．５ ６．０ ５．５ １６．５ ３．５ ６．０ ５．５ １４．０ 

1,000 

６００ １．５ ６．０ ２．５ ６．０ １．０ ６．０ ２．５ ６．０ 

８００ ２．５ ６．０ ５．５ ７．０ ２．５ ６．０ ５．０ ６．０ 

1,000 ４．０ ６．０ ５．５ ２０．０ ４．０ ６．０ ５．５ １７．５ 

 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所

※赤字箇所改定

：削除箇所



 

付 10-8 

 

（呼び径３５０～４５０）                        単位ｍ 

曲管角度 呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

４５°を超え      

９０°以下 

３５０ ８．０ １５．０ ７．０ １３．０ 

４００ ９．０ １７．０ ８．０ １５．０ 

４５０ １０．０ １９．０ ８．０ １６．０ 

２２．５°を超え 

４５°以下 

３５０ ３．０ ７．０ ３．０ ７．０ 

４００ ４．０ ７．０ ４．０ ７．０ 

４５０ ４．０ ９．０ ４．０ ９．０ 

２２．５°以下 

３５０ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

４００ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

４５０ １．０ ３．０ １．０ ３．０ 
 
 

（呼び径５００～１，０００）                単位ｍ 

曲管角度 

モーメント

アーム 

ｈ 

呼び径 

土被り 1.2ｍ 土被り 1.5ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

0.75 1.3 0.75 1.3 

45°を超え 

90°以下 

直結 

500 6.5 11.0 6.5 9.0 

600 7.5 13.5 6.5 9.5 

700 7.5 14.0 7.5 10.5 

800 8.0 14.5 7.5 12.0 

900 8.0 14.5 8.0 13.0 

1,000 8.0 14.5 8.0 13.0 

3m 以下 

500 9.5 18.5 8.0 13.0 

600 11.0 20.0 9.5 15.5 

700 12.0 21.5 10.5 17.5 

800 12.5 21.5 11.0 17.5 

900 - - - - 

1,000 - - - - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付 10-8 

 

（呼び径３５０～４５０）                        単位ｍ 

曲管角度 呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

４５°を超え      

９０°以下 

３５０ ８．０ １５．０ ７．０ １３．０ 

４００ ９．０ １７．０ ８．０ １５．０ 

４５０ １０．０ １９．０ ８．０ １６．０ 

２２．５°を超え 

４５°以下 

３５０ ３．０ ７．０ ３．０ ７．０ 

４００ ４．０ ７．０ ４．０ ７．０ 

４５０ ４．０ ９．０ ４．０ ９．０ 

２２．５°以下 

３５０ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

４００ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

４５０ １．０ ３．０ １．０ ３．０ 
 

（呼び径５００～１，０００）                      単位ｍ 

モーメント 

アーム 

ｈ 

呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

直結（４５°） 

５００ １．０ ２．５ １．０ ２．５ 

６００ １．０ ４．０ １．０ ３．５ 

７００ １．０ ５．５ １．０ ５．０ 

８００ １．０ ５．５ １．０ ５．０ 

９００ １．０ ９．０ １．０ ８．０ 

１，０００ １．０ １４．５ １．０ １２．５ 

２ｍ 

５００ ８．０ １８．５ ７．０ １５．５ 

６００ ９．０ ２１．０ ７．５ １７．５ 

７００ ９．０ ２２．５ ７．５ １９．０ 

８００ ９．０ ２３．５ ７．５ ２０．０ 

９００ ８．５ ２４．５ ７．０ ２１．０ 

１，０００ １０．０ ― ８．５ ２４．０ 

３ｍ 

５００ １０．０ ２０．５ ８．５ １７．０ 

６００ １１．５ ２３．５ ９．５ １９．５ 

７００ １２．０ ― １０．５ ２１．５ 

８００ １２．５ ― １１．０ ２３．５ 

９００ １３．０ ― １１．０ ２４．５ 

１，０００ １４．５ ― １２．５ ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所

※赤字箇所改定

：削除箇所



 

付 10-9 

 

 
（呼び径５００～１，０００）                単位ｍ 

曲管角度 

モーメント

アーム 

ｈ 

呼び径 

土被り 1.2ｍ 土被り 1.5ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

0.75 1.3 0.75 1.3 

22.5°を超え 

45°以下 

直結 

500 1.0 1.0 1.0 1.0 

600 1.0 1.0 1.0 1.0 

700 1.0 1.0 1.0 1.0 

800 1.0 1.0 1.0 1.0 

900 1.0 1.0 1.0 1.0 

1,000 1.0 1.0 1.0 1.0 

2ｍ以下 

500 6.0 13.0 5.0 12.0 

600 7.0 13.0 6.0 13.0 

700 7.0 13.0 7.0 13.0 

800 7.0 13.0 7.0 13.0 

900 7.0 13.0 7.0 13.0 

1,000 7.0 13.0 7.0 13.0 

3ｍ以下 

500 6.0 13.0 5.0 12.0 

600 7.0 15.0 6.0 13.0 

700 7.0 18.0 7.0 15.0 

800 8.0 19.0 7.0 17.0 

900 8.0 19.0 7.0 17.0 

1,000 8.0 19.0 7.0 17.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所

新規

：削除箇所



 

付 10-11 

 

（呼び径３５０～４５０）                        単位ｍ 

曲管角度 呼び径 
土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 
水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

４５°を超え      

９０°以下 

３５０ ８．０ １５．０ ７．０ １３．０ 
４００ ９．０ １７．０ ８．０ １５．０ 
４５０ １０．０ １９．０ ８．０ １６．０ 

２２．５°を超え 

４５°以下 

３５０ ３．０ ７．０ ３．０ ７．０ 

４００ ４．０ ７．０ ４．０ ７．０ 

４５０ ４．０ ９．０ ４．０ ９．０ 

２２．５°以下 
３５０ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

４００ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

４５０ １．０ ３．０ １．０ ３．０ 
 
 
 

（呼び径５００～１，０００）                     単位ｍ 

曲管角度 

モーメント 

アーム 

ｈ 

呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

0.75 1.3 0.75 1.3 

Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 

45°を超え 

90°以下 

直結 

500 2.5 2.0 6.5 6.0 1.5 1.0 6.0 6.0 

600 2.5 2.0 6.5 6.5 2.0 1.5 6.5 6.5 

700 2.5 2.0 7.0 6.5 2.0 1.5 6.5 6.5 

800 2.5 2.0 7.0 6.5 2.0 1.5 6.5 6.5 

900 2.5 2.0 7.0 6.5 2.5 2.0 6.5 6.5 

1,000 2.5 2.0 7.0 6.5 2.5 2.0 6.5 6.5 

3ｍ以下 

500 9.5 6.0 18.0 11.5 8.0 6.0 15.0 11.0 

600 10.5 7.5 18.5 12.5 9.0 6.5 16.5 12.5 

700 10.5 7.5 18.5 13.5 9.0 7.0 16.5 13.5 

800 10.5 7.5 18.5 13.5 9.0 7.0 16.5 13.5 

900 - - - - - - - - 

1,000 - - - - - - - - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付 10-10 

 

（呼び径３５０～４５０）                        単位ｍ 

曲管角度 呼び径 
土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 
水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

４５°を超え      

９０°以下 

３５０ ８．０ １５．０ ７．０ １３．０ 
４００ ９．０ １７．０ ８．０ １５．０ 
４５０ １０．０ １９．０ ８．０ １６．０ 

２２．５°を超え 

４５°以下 

３５０ ３．０ ７．０ ３．０ ７．０ 

４００ ４．０ ７．０ ４．０ ７．０ 

４５０ ４．０ ９．０ ４．０ ９．０ 

２２．５°以下 
３５０ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

４００ １．０ ２．０ １．０ ２．０ 

４５０ １．０ ３．０ １．０ ３．０ 
 

（呼び径５００～１，０００）                      単位ｍ 

モーメント 

アーム  

ｈ 

呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

０．７５ １．３ ０．７５ １．３ 

Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 

直結 

(45°） 

５００ ２.５ ２.０ ３.０ ２.５ ２.０ ２.０ ３.０ ２.５
６００ ２.５ ２.０ ４.５ ３.５ ２.０ ２.０ ３.５ ３.５
７００ ３.０ ２.５ ５.５ ４.５ ２.５ ２.５ ５.０ ４.５
８００ ３.０ ２.５ ５.５ ４.５ ２.５ ２.５ ５.０ ４.５
９００ ３.５ ３.０ ９.５ ８.０ ３.０ ３.０ ８.０ ７.５
1,000 ３.５ ３.０ １４.５ １２.５ ３.５ ３.０ １２.５ １１.５

２ｍ 

５００ ８.０ ６.０ １８.５ １３.５ ７.０ ６.０ １５.５ １３.０
６００ ９.０ ６.５ ２１.０ １５.０ ７.５ ６.５ １７.５ １４.０
７００ ９.０ ６.５ ２２.５ １６.０ ７.５ ６.０ １９.０ １４.５
８００ ９.０ ６.０ ２３.５ １６.５ ７.５ ６.０ ２０.０ １５.５
９００ ８.５ ６.５ ２４.５ １７.０ ７.０ ５.５ ２１.０ １６.０
1,000 １０.０ ７.０ ２７.５ １９.０ ８.５ ６.５ ２４.０ １８.５

３ｍ 

５００ １０.０ ６.５ ２０.５ １３.０ ８.５ ６.５ １７.０ １２.５
６００ １１.５ ７.５ ２３.５ １５.０ ９.５ ７.０ １９.５ １４.０
７００ １２.０ ７.５ ２５.５ １６.０ １０.５ ７.０ ２１.５ １５.５
８００ １２.５ ８.０ ２７.５ １７.０ １１.０ ７.５ ２３.５ １６.５
９００ １３.０ ８.０ ― ― １１.０ ７.５ ２４.５ １７.０
1,000 １４.５ ８.５ ― ― １２.５ ８.５ ２７.５ １９.０

 

 

 

 

 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所 ：削除箇所



 

付 10-12 

 

（呼び径５００～１，０００）                    単位ｍ 

曲管角度 

モーメント 

アーム 

ｈ  

呼び径 

土被り １．２ｍ 土被り １．５ｍ 

水圧（ＭＰａ） 水圧（ＭＰａ） 

0.75 1.3 0.75 1.3 

Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 Lp1 Lp2 

22.5°を超え 

45°以下 

直結 

500 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

600 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

700 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

800 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

900 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

1,000 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

2ｍ以下 

500 1.0 1.0 7.0 5.0 1.0 1.0 6.0 5.0 

600 1.0 1.0 7.0 6.0 1.0 1.0 7.0 6.0 

700 3.0 2.0 8.0 7.0 2.0 2.0 7.0 7.0 

800 4.0 3.0 8.0 7.0 4.0 3.0 8.0 7.0 

900 4.0 3.0 8.0 7.0 4.0 3.0 8.0 7.0 

1,000 4.0 3.0 8.0 7.0 4.0 3.0 8.0 7.0 

3ｍ以下 

500 1.0 1.0 7.0 5.0 1.0 1.0 6.0 5.0 

600 3.0 1.0 7.0 6.0 3.0 1.0 7.0 6.0 

700 4.0 2.0 10.0 7.0 3.0 2.0 9.0 7.0 

800 5.0 3.0 11.0 7.0 4.0 3.0 10.0 7.0 

900 5.0 3.0 11.0 7.0 4.0 3.0 10.0 7.0 

1,000 5.0 3.0 11.0 7.0 4.0 3.0 10.0 7.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道工事標準仕様書　新旧対照表

改定（令和８年４月１日） 現行

：改定箇所

新規

：削除箇所


